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カ
ー
ゴ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
荷
主
企
業
の
物
流
担
当
者
に

航
空
輸
送
の
実
態
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

近
年
で
は
航
空
輸
送
か
ら
海
上
輸
送
へ
と
シ
フ
ト
す
る

例
が
見
受
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
も
海
上
輸
送
シ
フ
ト
の
傾
向
が
引
き
続
き
多
く
見

ら
れ
た
。

《
国
内
輸
送
》

国
内
輸
送
に
お
け
る
航
空
の
利
用
状
況
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
業
種
で
「
緊
急
時
の
み
」
と
し
て
お
り
、

航
空
利
用
の
割
合
は
コ
ン
マ
以
下
に
留
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
、
電
子
機
器
、
Ｉ
Ｔ
関
連
、
ア
パ
レ
ル
製
品
で
比

較
的
に
高
い
利
用
割
合
だ
っ
た
。

ま
た
、
国
内
に
お
け
る
今
後
の
利
用
見
通
し
で
は

「
現
状
維
持
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
、
そ
の
利
用
状
況
も

「
台
風
な
ど
に
よ
っ
て
沖
縄
向
け
の
船
舶
が
欠
航
し
た
場

合
、
緊
急
的
に
年
数
回
利
用
」（
飲
料
）
と
す
る
。

一
方
で
航
空
の
利
用
割
合
が
多
い
企
業
で
は
「
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
に
シ
フ
ト
」（
電
子
機
器
）
や
、「
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

件
も
あ
り
、
外
的
要
因
に
よ
っ
て
対
応
を
考
え
ざ
る
を
得

ず
１
年
後
の
動
向
は
未
定
」（
ア
パ
レ
ル
）
と
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
経
営
破
綻
に
よ
る
廃
止
・
減
便
の
影
響
を
懸
念
す
る
。

《
国
際
輸
送
》

国
際
輸
送
に
お
け
る
航
空
の
利
用
割
合
も
多
く
の
業

種
で
微
小
に
留
ま
っ
て
お
り
、
緊
急
時
の
み
の
利
用
が

多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
電
子
機
器
や
部
品
、
半
導
体

材
料
と
い
っ
た
品
目
で
利
用
の
割
合
が
高
い
。

今
後
の
利
用
見
通
し
で
は
多
く
の
企
業
で
「
海
上
輸

送
に
出
来
る
も
の
は
シ
フ
ト
し
て
い
く
」（
化
学
）、「
急

ぎ
の
場
合
の
み
航
空
輸
送
を
し
て
い
る
現
状
に
変
更
な

し
」（
ゴ
ム
関
連
製
品
）
と
す
る
。
ま
た
海
上
輸
送
オ
ン

リ
ー
の
企
業
も
「
現
状
維
持
」
と
い
う
声
が
多
い
。

さ
ら
に
、「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
20
％
程
度
海
上
輸

送
に
シ
フ
ト
」（
化
学
）
と
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
た
ほ

か
、
「
中
国
向
け
は
高
速
船
に
極
力
切
り
替
え
予
定
」

（
化
学
）
と
、
特
定
仕
向
け
地
で
の
海
上
輸
送
シ
フ
ト
を

予
定
す
る
。

こ
の
ほ
か
、「
航
空
輸
送
は
海
上
輸
送
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
し
て
の
位
置
付
け
に
変
更
は
無
い
」
と
述
べ
た
上

で
、
航
空
輸
送
よ
り
も
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
多
少
長
く
な

る
が
、
そ
の
ぶ
ん
コ
ス
ト
は
低
く
抑
え
ら
れ
る
「
Ｓ
Ｅ

Ａ
＆
Ａ
Ｉ
Ｒ
複
合
輸
送
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
価
値
が

あ
る
」（
自
動
車
）
と
話
す
。

荷
主
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト

引
き
続
き
海
上
輸
送
へ
の
シ
フ
ト
傾
向

国
際
輸
送
で
は
中
国
向
け
高
速
船
の
利
用
や
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
＆
Ａ
Ｉ
Ｒ
複
合
輸
送
な
ど
の
検
討
も

業種 主な品目 利用量
（単位：ﾄﾝ）

割合
（単位：％）

今後の見通し

電気機器 電子機器 8000 1.0 トラック輸送にシフト

繊維 バイオ商品 2～5 0.005 増える傾向

繊維 コンタクトレンズ 66900件 データなし

食品 限りなくゼロ 当面、現状維持

金属
水道用部品
（鋳物）

1 0.01 現状維持

飲料 チルド商品 20 0.002

沖縄向けの船舶欠航時
（台風など）に緊急的に
年数回。今後も必要に応
じ使用

アパレル 衣料品、日用雑貨 240 0.2 変更なし

アパレル
衣料品中心。
段ボール三辺
160サイズ中心

450 25.0

現状維持であるがＪＡＬ
の件もあり、外的要因で
対応は必須と考えられ、
1年後の動向は未定

IT関連流通 IT関連製品 3655 5.0 変更

主な回答企業における国内航空輸送の利用状況

業種 主な品目
利用量

（単位：ﾄﾝ）
割合

（単位：％）
今後の見通し

輸送用機器 3 1.0 変更なし

電気機器 電子機器 300 90.0 海上輸送にシフト

繊維
機能材、プラスチッ
ク、バイオ商品

10～20 0.1 極力、海上輸送を優先

商社 化学品、機械 7000 データなし
緊急度及び海上運賃との比較に
よって変わるので不透明

酒類 ワイン（輸入のみ） 20 4.0
海外需要が拡大しても航空貨物
輸送の積極利用の考えはない

自動車
自動車関連、ＫＤ部
品、完成車、販促関
連製品

4000 データなし

航空輸送は海上輸送のバック
アップとしての位置付けに変更
は無い。SEA&AIR複合輸送に
ついては検討する価値がある

ゴム製品
タイヤ設備、金型、
原材料

300 0.1
急ぎの場合のみ航空輸送をして
いる現状に変更なし

化学 20 0.017
原則的には禁じており、今後も
減少するように努力する。基本
は海上輸送

化学 半導体、電極材 50 限りなくゼロ
海上輸送に出来るものはシフト
していく

化学 合成ゴム 200 0.1以下 基本は緊急時のみ

化学
電子情報材、その他
サンプル

300 0.02
コストダウンのため20％程度海
上輸送にシフト

化学 光学フィルム、半導体
材料、農薬など

4000 1.0
中国向けは高速船に極力切り替
え予定

医薬品卸 医療機器 データなし 変更なし

アパレル 化粧品 50 4.4 現状どおり

主な回答企業における国際航空輸送の利用状況


